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研究成果の概要（和文）：プロジェクト活動のアクティブ性を進化させるために、プロジェクトマネジメント手
法を導入することで、活動の成果物のみならず活動の推進過程の質的向上を学生が体感できる活動手法を構築し
た。さらに、活動に取り組む姿勢や意識の向上を図るべく、経済産業省が提唱する「社会人基礎力」を導入し、
ここで定義されている12の能力要素が、プロジェクトマネジメント手法と相関性があることを明確にし、これら
をプロジェクト活動を推進するためのツールとして体系化した。

研究成果の概要（英文）：A method to improve a quality of both product and process of a project 
activity is introduced. In this method, an idea of the project management is utilized to enhance the
 project activity. “Fundamental Competencies for Working Person” which was proposed by the 
Ministry of Economy, Trade and Industry in Japan to improve the basic abilities required in working 
together with various people in the workplace and in the local communities. Using twelve competency 
factors defined in “Fundamental Competencies for Working Person”, the relationship between the 
method of project management and the above competency factors was confirmed and systematized as the 
tool for proceeding with the project activity.

研究分野： 理工学基礎分野の教育研究

キーワード： プロジェクト活動　プロジェクトマネジメント　ＰＭＢＯＫ　ものづくり　社会人基礎力

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
大学(高等教育機関)において進められるプロジェクト活動において、プロジェクト成果物のみならず、プロジェ
クト活動の推進過程における質の向上を含めた活動手法の体系化を目指し、その構築を図った。これによって、
学生の学力向上とともに問題発見／問題解決能力の向上へ大きく寄与することに貢献し、プロジェクト活動での
アクティブラーニング性をさらに深化させ、かつ社会のニーズに応えた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 本報告者は、1981 年から 2015 年 3月まで電機機器製造業に勤務した後、2015 年 4月から
本学教員となり、学内はもとより他大学におけるプロジェクト活動の状況を学会等で調査して
きた。その結果、多くの事例において、“プロジェクト活動”や“試行的教育”を実践した前後
に学生へのアンケート調査や実力テストを行い、これを分析することによって導入した種々の
活動の意義を評価する、という手法が採用されていることが判明した。さらにアンケート調査
では、学生自身の勉学意欲や今後の勉学姿勢を問うような設問が中心である、ことも分かって
きた。以上のことから、各大学とも“アクティブラーニングの一環”としてプロジェクト活動
を実施し、学生の主体的な勉学への意識をアンケート調査で評価するという、いわばパターン
化された手法によって進められているのが現状であった。 
 
(2) 一方でこのような現状においては、プロジェクト活動で生み出された“成果物の質”、さら
にはプロジェクト活動を推進する“手法や推進過程自体の質”の向上に関わる学術的追及や深
堀りが希薄である、と言えた。すなわちプロジェクト活動全体に亘る質自体の評価に関わる体
系化が進んでいない、ことに帰結すると言えた。従って、大学(高等教育機関)において進めら
れるプロジェクト活動において、“成果物とプロジェクトの推進過程における質の向上”を含め
た体系化を研究し、その構築を図ることは、学生の学力向上とともに問題発見／問題解決能力
の向上へ大きく寄与するものとなることが期待された。すなわち、プロジェクト活動でのアク
ティブラーニング性をさらに深化させ、かつ社会のニーズに応える重要な研究課題であった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、本学において長年に亘り学生の教育に従事してきたベテラン教員と企業経験が豊
富な本研究代表者とのチーム構成により、教育的視点を踏まえつつ、かつ企業で実際に運用さ
れて実績のある手法やツール等を積極的に活用し、教育現場で実施されるプロジェクト活動の
推進に相応しい手法やツール類の構築と、プロジェクト推進過程の体系化を構築することを目
指した。 
 
３．研究の方法 
本学内で進められる「ものづくりを通じて理工学の原理」を習得する正課外のプロジェクト活
動を推進しながらプロジェクト活動推進手法の研究を進めた。 
まずは、従来のプロジェクト運営方法をベースにしつつ、試験的に手法／ツール類の導入を図
り、従来方式の長所／短所、プロジェクト活動過程及びその成果物の質の判定、学生の満足感
や達成感等をデータベースとして取得した。さらに、新たに構築を目指すプロジェクト推進手
法の検討を開始し、米国プロジェクトマネジメント協会（PMI： Project Management Institute）
が定めた、「プロジェクトマネジメントの知識体系」（PMBOK: Project Management Body Of 
Knowledge）の適用検討を図り、体系化に向けた環境整備（OA 環境、書物、解析ツール、消耗
部材等）と研究を推進した。実際にプロジェクト活動に適用した結果から、改良や工夫を加え、
教育現場用のツールとしてアレンジし、プロジェクト活動への積極的な導入を図った。さらに
運用した結果に基づいてブラッシュアップを行い、これらの研究成果を関連する学協会等で公
表した。 
さらに、プロジェクト活動の過程及びその成果物の質の向上には、プロジェクトマネジメント
手法の適用のみならず、学生のプロジェクト活動に対する意識の高揚が避けられないことが判
明するに至った。そこで、経済産業省が提唱する「社会人基礎力」を、学生が卒業までに獲得
すべき基礎的学士能力と位置付け、常にこの能力を意識させながらのプロジェクト活動の推進
を図ることとした。 
 
４．研究成果 
(1) プロジェクトマネジメントの知識体系の適用性 
プロジェクトマネジメントの知識体系(以後 PMBOK)では、【図 1】で示すような 5つの「プロセ
ス群」と 10 の「マネジメント知識エリア」が定義されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図 1】プロジェクトマネジメントの知識体系(PMBOK)の概要 
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そして、「マネジメント知識エリア」を行とし、「プロセス群」を列とする 2次元マップのセ
ル内には、プロジェクト遂行に必要な 49のプロセスがマッピングされる。PMBOK を適用するこ
とで、プロジェクト活動の進行を「プロセス群」に基づき、プロジェクト活動の具体的な実施
内容は「マネジメント知識エリア」が手引きとなる。従って PMBOK は、質が高く、言わば「失
敗しない」プロジェクト活動を実施する上で有意義なマネジメント体系であると判断した。 
 
(2) 社会人基礎力の適用性 
社会人基礎力は経済産業省によって提唱されたもので、【図 2】で示す 3 つの能力(Thinking, 
Action, Teamwork)からなり、それぞれにさらに細かく計 12の能力要素が定義されている。 
社会人基礎力は、PMBOK のようなプロジェクト活動の方法論とは異なり、学生のプロジェクト
活動に対する意欲や取り組みを意識させるものである点で、プロジェクト活動の実施上、有意
義な意識高揚策であると判断した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図 2】社会人基礎力の概要 
 

 
(3) プロジェクトマネジメントの知識体系と社会人基礎力の相関性の分析 
PMBOK の知識体系はあくまでビジネスでのプロジェクトを対象にしているため、大学でのプロ
ジェクト活動では不必要な箇所は省き、部分的な適用が好ましい。また学生と教員の立場の違
いにより、対応できる範囲にも差異が生じざるを得ない。【図 3】に「プロセス群」と「マネ
ジメント知識エリア」を軸にした 2次元マップを示す。学生主導のエリア、学生と教員との協
同のエリア、教員主導のエリア、に区分することで、学生が主体的に実施すべき活動を明確に
することができた。さらに、2 次元マップの該当するセルにおいて、求められる社会人基礎力
の 12 の能力要素を配置することができた。この図（マップ）を指標とすることで、学生がプロ
ジェクト活動に不安感を抱くこと無く、ゴールに向かわせる学生指導を行うことできる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【図 3】PMBOK の 2 次元マップと社会基礎力との相関性の分析結果 
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(4) プロジェクト活動の推進過程と成果物の質を向上させることを目的とした様式の策定 
ビジネスの世界でのプロジェクト活動では、①初期段階における入念な計画立案、②推進過程
における状況把握と適正な運営の実行、が重要である。学生が行うプロジェクト活動でもこの
点は同じであり、しっかりとした計画の策定と定期的な経過報告を書面で行わせることとし、
その様式を策定した。 
【図 4】は「プロジェクト年間計画」の様式であり、プロジェクト活動の開始時点におけるテ
ーマ設定に際して、考慮すべき点を抽出させるようにした。この様式では、PMBOK の知識エリ
アおよび社会基礎力で求められる能力を、学生が意識しながら記入できる項目となるように配
慮した。 
【図 5】は「プロジェクト進捗報告(隔週報告)」の様式であり、同様に学生が意識しながら記
入できる項目とした。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図 4】プロジェクト年間計画の様式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図 5】プロジェクト進捗報告（隔週報告）の様式 
 
 
(5) 学生からの反応 
実際の運用結果として学生の反応は以下であった。 
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■プロジェクト年間計画 
  計画立案において、「背景やニーズ」、「スケジュール」、「特徴、アイディア、新規性」が大

変役に立った。 
■プロジェクト進捗報告(隔週報告) 
  2 週間分の活動を振り返り、特に「進捗／問題」、「計画との差異」、「次回までの予定」、「是

正方法」が役に立った。 
以上の反応は、プロジェクト活動がほぼ初心者である学生が活動を推進する上で、よく考え、
よく振り返り、そして次の手を模索する過程に対する良いツールとして認識されたものと判断
できる。 
さらにプロジェクト活動をやり終えた学生からは、社会人基礎力の 12の能力要素に関して概ね、 
 ・課題発見力と創造力が身に付いた 
 ・実行力と計画力は充分とは言い切れない無いため、今後さらに身に付けたい 
という自己分析がなされた。 

 
(6) 結論 
プロジェクト活動の過程及びその成果物の質の向上を図り、プロジェクト活動を推進するため
のツールとして体系化を目指した。ビジネスの世界で運用されているプロジェクトマネジメン
ト手法の一部を学生向けに導入し、プロジェクト過程推進のための指標とした。さらに学生の
プロジェクト活動への意識に着目し、社会人基礎力の能力要素を認識させ、学生がアクティブ
に活動するための手法を見出した。 
なお、これらの研究成果を平成 30度工学教育研究講演会で公表したところ、学生向けのツール
としての適確性が認められ、「講演発表賞」を受賞した。 
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